
●最適の公共政策・ベーシックサービスの追求と実現 最適の公共政策・ベーシックサービスの追求と実現 �� �•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•

社会福祉士や介護福祉士、精神保健福祉士、防災士として、並びに福祉事務所での行政経験や公共政策学
専門職修士、そして衆院議員１期など、これまでのキャリアを存分に活かし、医療や介護・教育・保育・住宅・公
共交通など、時代に見合った最適の公共政策・ベーシックサービスを追求、提言、実現します。

●「気候変動」「経済」「政治」の危機に取り組む 「気候変動」「経済」「政治」の危機に取り組む �� �•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•

グローバルな視点を持つフリーソーシャルワーカーとして、日本国内はじめ世界が直面する三つの危機「①気
候変動（環境、災害、食料、飢餓）」「②経済（格差、貧困、人権、生存）」「③政治（平和、戦争、紛争、難民）」
に真剣に取り組みます。

●「子育ちの保障」と「子育ての応援」に全力 「子育ちの保障」と「子育ての応援」に全力 �� �•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•�•

シングルマザーとして、Wワーク・トリプルワークをしながら二人の子供を育てました。いま、「貧困」や「虐待」「性
被害」など、子どもをめぐる問題が深刻化しています。子ども期の保障は政治の責任です。「子育ちの保障」と「子
育ての支援」に全力で取り組みます。

●	1972年5月24日生まれ。双子座、O型。札幌市厚別区在住。
●	シングルマザーとして二人の子どもを育てた。
●	介護、福祉の仕事をしながら、ヘルパー1級、
社会福祉主事、介護支援専門員、介護福祉士、
社会福祉士、精神保健福祉士、防災士などの
資格を取得。

●	1997年東京都板橋区に採用。14年間福祉事
務所に勤めた。“6つの資格を持つケースワー
カー”として紹介される。高齢・障がい・児童・
ひとり親・生活保護などの福祉行政に従事。

●	2011年北海道に移住。ＮＰＯ北海道被災者
支援ネット、地域包括支援センター、北海道
社会福祉士会などで働きながら、福祉と地域活性化、まちづくりな
どに取り組む（内閣官房地域活性化伝道師）。

●2013年4月北海道大学公共政策大学院に入学、2015年3月修了。

●	2014年12月第47回総選挙に北海道2区から無
所属で出馬。

●	2016年4月北海道5区衆院補欠選挙に無所属で
出馬。

●	2017年10月第48回総選挙に出馬し、立憲民主
党比例北海道ブロックで初当選。

●	2021年10月第49回総選挙に北海道5区から出
馬し、11万1,366票を獲得した
ものの次点。

●	2023年第20回統一地方選挙の
知事選に無所属で出馬。

●	2024年10月衆院選で125,444
票を得て選挙区で当選（2期目）。

■	趣味：温泉、山菜とり、釣り、バ
レーボール、書道
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2018.3 衆院本会議
「子ども底上げ法案」趣旨説明

◦土地改良事業団の皆さんと
農業政策等要望

◦頭首工等の調査

◦◦安全保障委員として各地の駐屯地へ安全保障委員として各地の駐屯地へ

◦酪農現場の視察と体験

◦木材生産現場へ

◦難病患者・障害者と
家族の全道集会

◦地域の要望には
しっかり耳を傾ける

◦神社例大祭奉納カラオケ
にもホンキで飛び入り

◦子どもたちに希望ある未来を

◦地域の方との温かい交流

2025.11 厚生労働委員会
「生活保護最高裁判決をめぐ
る政府の対応」

2025.6 厚生労働委員会
「公立・公的病院財政への支援」

2025.3 衆院本会議
「情報処理促進法案」代表質問

2025.2 衆院予算委員会
「高額療養費見直し問題」

2016.4 故・上田文雄さんとともに

 2025.11 予算委員会
「クマ被害対策」（TV入り）

2025.4 経済産業委員会

2025.12　安全保障委員会
「給与法改正及び自衛官の更

なる待遇改善」

◦お祭りでもホンキ！
モチマキ！

徹底的に
現場主義
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現場の声を
「聞き」「つなぐ」「変える」

池田まき活動報告2025

走り切った1年

「誰ひとり置いてきぼりにしない」「誰ひとり置いてきぼりにしない」
� いのち・暮らし・尊厳をまもる！� いのち・暮らし・尊厳をまもる！

池田まきの
政治理念

！
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１期目スタート
２０１７～２０２１

２期目スタート
２０24 ～

5区での活動スタート！
2016
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安全保障委員会への所属を契機に、小沢一
郎衆議院議員から個別に安全保障について学ぶ機会をいただい
ています。外交、安保、政治の動きやその背景に至るまで学んでい
ます。歴史的な出来事を当時の状況とともに振り返る言葉には、深い重みがあります。知見
をしっかり学び、受け継ぐべき大事なことを胸に刻み国政に活かしてまいります！

2025年２月13日、衆議院予算委員会において、池田まきは、自身も利用して
きた「高額療養費制度」をテーマに初めて質疑に立ちました。
高額療養費制度は、がん治療をはじめ高額な医療を受ける際に、患者の経済的負担を軽減する極めて重

要な制度です。池田まきは自身の経験を踏まえ、この制度がいかに多くの患者の命と生活を救っているかを
切実に訴えました。さらに、ソーシャルワーカーとしての経験や各種調
査結果をもとに、制度改定によって家計が圧迫され、治療の継続が困
難となる患者が生じかねない可能性を指摘しました。また、当事者や
家族の切実な声を政府に突きつけ、当事者不在の政策決定を強く批
判。質疑を通じて、自己負担引き上げ案は一旦凍結し、5月に厚生労
働省は「高額療養費制度のあり方に関する専門委員会」を設置。患者
団体の代表も委員となり直接議論に参加できる体制に繋がりました。

2025年11月７日、新内閣発足後、初となる衆議院予算委員会（全閣僚出席の基本的質疑）が開催され
ました。連日報道されているクマによる人身被害の多発を受け、政府の対応の遅れを指摘するとともに、緊
急措置を強く求めました。喫緊の課題であるハンター不足の
解消に向け、人材確保の強化やガバメントハンターの育成、
警察OB・自衛隊OBなど専門人材を活用した緊急派遣体制の
構築について提起しました。あわせて、対応に追われる自治体
への十分な財政支援を求めるとともに、環境問題や山づくりを
含めた中長期的な政策の必要性についても指摘しました。

厚生労働委員会では、高額療養費制度の見直し、年金法、医療・介護、そして生
活保護問題について幅広く取り上げました。
なかでも、生活保護制度における生活扶助基準改定をめぐる最高裁判決への政
府対応については、福祉事務所で14年間現場に携わってきた経験、そしてライフ
ワークとして向き合ってきた社会保障の根幹に関わる問題であることから、決して
看過できません。なぜそのような基準改定が行われたのか、十分な検証がなされ
ていません。当時の社会保障審議会・生活保護基準部会とも異なる改定が行われ
た理由を明らかにすることは、同じ過ちを二度と繰り返さないために不可欠です。

また、今回厚生労働省が示した対応についても、なお懸念が残ります。制度の実施機関、自治体の現場
も含め、政府の姿勢と対応を今後も厳しくチェックしていきます。現場が適切に機能し、すべての国民が憲
法25条に基づく生存権を実感できる社会の実現に向け、提案してまいります。

通常国会では厚生労働委員会と決算行政監視委員会、秋の

臨時国会では予算委員会と安全保障委員会に所属。専門分野

の社会福祉、社会保障では、高額療養費や厳しい医療、介護の

現場の声や当事者の声を対策に繋げました。

また、次世代半導体やAI等「情報処理促進法」、議員立法で

修正法案が成立した全世代の底上げの「年金法」、過去最大と

なる自衛官の給与増額を実現しました。

12月11日、安全保障委員会において、給与法改正案審議の中で
自衛官の処遇・職場環境の改善を求めました。また、男女問わず子
育て期の自衛官の働き方の配慮が必要。両立支援制度の対象時期
の拡大、昇進等の給与の不利益も被らないように要請したのに対し、
小泉防衛大臣は「家族と過ごせる時間の確保に努める」と答弁しまし
た。加え、特別防衛監察のあり方、ガバナンスについても構造的な課

題を指摘し政府をあげて
改善を求めました。
同日、法案は衆議院可
決し、今国会で成立。全世
代の自衛官の給与は過去
最大を実現しました。

通常国会
  2月13日	 予算委員会で、高額療

養費の自己負担引き上
げ問題

  2月19日	 「高額療養費の自己負
担引き上げを凍結する
法案」提出

  3月12日	 厚生労働委員会で、高
額療養費引き上げ問題

  3月25日	 衆院本会議で、「情報処
理促進法改正案」代表
質問

  4月  4日	 産業経済委員会で、「情
報処理促進法改正案」

  4月16日	 厚生労働委員会で、性
と生殖に関する健康と
権利の問題など

  5月28日	 厚生労働委員会で、年
金制度改革の問題

  6月  6日	 厚生労働委員会で、公
立・公的病院への財政
支援など

臨時国会
11月  7日	 予算委員会で、クマ被害

対策
11月28日	 厚生労働委員会で、生

活保護に関する最高裁
判決を巡る政府対応

12月11日	 安全保障委員会で、自
衛官の処遇改善など

JICA議連／担当大臣への申入れ

公立・公的病院改革WT／大臣要請

「高額療養費自己負担引き上げ凍結法案」
を衆議院に提出（２月19日）

予算委員会
（2月13日）

� 予算委員会（11月７日）

安全保障委員会（12月11日）

厚生労働委員会（3月12日）

ILO議連／ムハマド・ユヌス暫定政府首席顧問と面談

北海道半導体政策推進議連 児童の養護と未来を考える議連
／大臣要請

超党派「野球の未来を考える議連」

地域共生社会推進に向けての
福祉専門職支援議員連盟

国会活動国会活動2025年の
「命のセーフティネット高額療養費制度、負担増凍結を！」「命のセーフティネット高額療養費制度、負担増凍結を！」

新内閣初の予算委で先陣！ 深刻化する「クマ被害」に緊急対策を要求新内閣初の予算委で先陣！ 深刻化する「クマ被害」に緊急対策を要求

厚生労働委員会

安全保障委員会

予算委員会

「生活保護費引き下げ訴訟」最高裁判決を受け対応質す「生活保護費引き下げ訴訟」最高裁判決を受け対応質す

自衛官の処遇、職場環境の改善求める自衛官の処遇、職場環境の改善求める

多くの超党派議連に参画し、議員活動を活発に展開

衆議院議員に学んで小沢一郎小沢一郎


